
　資　料　５　　住民アンケート調査

�　岩井市合併に関する住民意識調査（平成１５年２月実施）

Ⅰ．調査の概要

１．調査の目的

　現在，市町村においては，住民の日常生活圏の拡大，少子・高齢社会への対応，国・地方を通じた厳しい

財政状況など，様々な課題に直面しています。また，地方分権の進展によって，住民に最も身近な行政サー

ビスを行なう市町村の役割と責任がますます増大してきています。

　今，こうした状況に適切に対応していくため，市町村の行財政基盤の充実強化が求められ，そのための有

効な方策の一つとして市町村合併が注目され，全国各地で協議や検討が行われています。しかし，市町村合

併は，市民の日常生活や本市の将来に多大な影響を及ぼすものであり，市民のご理解のもとに検討を進める

ことが必要です。このため，市民の方々からご意見を伺い，今後の市町村合併への取り組みに活かすため，

アンケート調査を実施しました。

２．調査の方法

　岩井市の全世帯から各１名（１８歳以上）を無作為抽出により選び，総数１２，７１８名の方を対象として，平成

１５年２月７日から１７日までを期間に，アンケート調査を実施しました。

３．回収状況

４．本報告書の見方について

①　比率はすべて百分率（％）で表し，小数点以下２位を四捨五入して算出しました。このため，

合計が１００％に満たなかったり，超えたりする場合もあります。

②　質問の終わりに（複数回答）とある問は，１人の回答者が２つ以上の回答をしてもよい質問で

す。このため，合計比率は１００％を超える場合があります。

③　図表（グラフ）で示したものの中には「無回答」を省略した部分もあります。このため，各区

分ごとの標本数の合計が全体の標本数と一致しないことがあります。

④　複数の設問をクロスした集計結果を示す図表（グラフ）の中で，数値が重なり識別が困難な数

値の小さな割合（１０％に満たない場合等）については，省略することがあります。
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Ⅱ．アンケート集計結果

１．回答者の属性

問１　あなたのお住まいはどこですか。（○は１つ）

 

－ １５６ －

問４　あなたのお仕事をお答えください。（○は１

つ） 

問５　あなたは，岩井市にお住まいになってどれく

らいになりますか。（○は１つ）
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1. 農業 
　 8.8%

2. 自営業（農業以外） 
　・自由業 
　13.3%

3. 会社員・団体職員 
　26.0%

4. 公務員 
　3.8%

5. 学生 
　2.0%

6. 家事専業 
　12.4%

7. パート・ 
　アルバイト 
　12.0%

8. 無職 
　17.4%

9. その他 
　3.1%

無回答 
　1.3%

1. 1年未満 
　1.0% 2. 1～5年未満 

　4.2%
3. 5～10年未満 
　4.9%

4. 10～20年未満 
　10.2%

5. 20年以上 
　78.5%

無回答 
1.2%

問２　あなたの性別はどちらですか。（○は１つ） 問３　あなたの年齢をお答えください。（○は１つ）

無回答 
2.0%

1.男性男性 
43.3%
1.男性 
43.3%

2.女性 
54.7%

1. 18歳以上～ 
　20歳未満　1.4%

2. 20歳代 
　 9.3%

3. 30歳代 
　 13.4%

4. 40歳代 
　 18.0%

5. 50歳代 
　 23.6%

6. 60歳代 
　 18.0%

7. 70歳代 
　 15.4%

無回答 
1.0%



問６　あなたは，日常生活を主にどこの市町村を中心に行っていますか。（それぞれ○は１つ）

２．合併について

 

－ １５７ －

問７　地方分権の推進を図るために，市町村合併の

取り組みが全国的に実施されています。あなたは

市町村合併に関心がありますか。（○は１つ） 

問８　岩井市では，市町村合併について，市役所内

での研究会や旧猿島郡での「猿島地域市町合併懇

話会」などで，検討を進めてきました。あなたは

これらのことについてご存じですか。（○は１つ）
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1. 市内 

①通学先・通勤先 

②衣料・食料品など日用品の買物 

③電化製品，家具などの購入 

④外食 

⑤病院や診療所への通院 

⑥スポーツ施設の利用 

⑦教養，文化施設の利用 

⑧映画鑑賞・遊技・娯楽等 

2. 猿島町 3. 境町 4. 五霞町 5. 総和町 

6. 三和町 7. 古河市 8. 水海道市 9. 守谷市 10. つくば市 

11. 野田市 12. その他県内 13. その他県外 14. 特に行っていない 無回答 

1. 非常に関心がある 
　22.9%

2. 多少は関心がある 
　51.1%

3. あまり関心がない 
　16.6%

4. 全く関心がない 
　2.8%

5. わからない 
　6.0%

無回答 
　0.7%

1. よく知っている 
　6.9%

2. 知っているが 
　詳しいことは 
　わからない 
　68.0%

3. 知らなかった 
　24.7%

無回答 
　0.4%

問９　岩井市では，市町村合併の仕組み，効果，課

題のほか，市の取り組み状況について広報いわい

でお知らせしてきました。あなたは，これらのこ

とについてご存じですか。（○は１つ） 

問１０　あなたは，岩井市が近隣市町村と合併するこ

とについて，どのように思いますか。（○は１つ）

1. 広報いわいの市町村合併 
　の特集をよく読んでいる 
　14.3%

2. 広報いわいの 
　市町村合併の特集を 
　読んだことがある 
　59.1%

3. 広報いわいの市町村合併 
　の特集を読んだことがない 
　25.8%

無回答 
　0.9% 1. 賛成 

　23.3%

2. どちらかというと 
　賛成　38.4%

3. どちらかというと反対 
　10.3%

4. 反対 
　4.3%

5. わからない 
　22.0%

無回答 
　1.7%



問１１　《設問１０で１～２の回答をされた方におたずねします。》なぜ，市町村合併の必要があると思いますか。

（○は３つまで）

問１２　《問１０で１～２の回答をされた方に

おたずねします。》国では合併する際に財

政的な様々な支援策を講じています。こ

の支援策が定められている市町村の合併

の特例に関する法律は平成１７年３月を期

限としています。あなたは，岩井市が平

成１７年３月までに合併したほうが良いと

思いますか。（○は１つ）

問１３　《設問１０で１～２の回答をされた方におたずねします。》あなたは，岩井市が合併した場合にどのよう

なことを心配されますか。（○は３つまで）

 

－ １５８ －
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0.7%

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1. 財政規模を大きくすることで，さまざまな行政ニーズへ 
　の対応と大規模投資を可能とするため 

3. 市町村の議員や職員などの数を適正化し，効率的な行政 
　運営を可能とするため 

2. 公共施設の適正な配置や有効利用を図るため 

4. 土地利用の適正化を図るため 

5. まち全体のイメージの向上を図るため 

11. その他 

無回答 

6. 企業や大学の設置・誘致・新産業の創出を図るため 

7. 高い文化，芸術やプロスポーツなどを楽しむようにする 
　ため 
8. 道路や上下水道などの生活基盤整備を広域的，計画的に 
　行うため 
9. 地域の個性を活かした一体的で暮しやすいまちづくり 
　を行うため 
10. 生活圏・経済圏のまとまりと市町村の区域を合わせる 
　 ため 

1. 絶対に平成17年3月まで 
　に合併したほうが良い 
　18.4%

2. 間に合うようであれば平成 
　17年3月までに合併したほう 
　が良い　45.3%

3. 合併は必要であると思う 
　が，時期にこだわらず 
　検討したほうが良い 
　32.7%

4. わからない 
　1.4%

無回答 
　2.2%

0%

35.2%

51.4%

14.1%

10.6%

46.8%

20.1%

25.4%

3.9%

3.1%

3.8%

1. 住民の意見が行政に反映できにくくなる 

2. 区域が広くなり，行き届いた行政サービスが期待できにくくなる 

3. 地域の連帯感やコミュニティが薄れる 

4. まち固有の歴史や文化が忘れられてしまう 

5. 中心部だけが発展し，自分たちの地域の整備が遅れてしまう 

6. 慣れ親しんだ地域の名称が変わったり，なくなってしまう 

7. 合併について，特に心配なことはない 

8. わからない 

9. その他 

無回答 
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問１４　《設問１０で１～２の回答をされた方に

おたずねします。》現在，岩井市では，将来

的には１０万人都市を目指していますが，段

階的に取り組むこととし，平成１２年１２月に

県より示された組合せである「岩井市，猿

島町，境町」での合併について検討をして

います。あなたは，この１市２町で合併す

ることについて，どのようにお考えですか。

（○は１つ）

問１５　《設問１４で３～５の回答をされた方におたずねします。》岩井市が合併する場合，どのような組合せが

望ましいと思いますか。あなたの考える合併すべき市町村をお選びください。（複数回答）

 

－ １５９ －

1. 賛成である 
　24.6%

2. どちらかというと 
　賛成である 
　39.5%

3. どちらかというと 
　反対である 
　14.0%

4. 反対である 
　10.6%

5. わからない 
　7.4%

6. その他 
　0.7%

無回答 
　3.2%

パーセント回答数
５１．１％７１４水海道市
１０．７％１４９水海道市，守谷市
１０．６％１４８わからない
７．５％１０５境町，水海道市
３．３％４６猿島町，水海道市
２．９％４１水海道市，その他の市町村
２．１％２９猿島町，境町
１．７％２４水海道市，石下町
１．１％１５水海道市，野田市
１．１％１５守谷市
１．０％１４猿島町，境町，水海道市
０．６％９境町
０．６％８水海道市，わからない
０．５％７水海道市，その他の市町村，守谷市
０．５％７その他の市町村
０．４％５水海道市，守谷市，野田市
０．３％４野田市
０．２％３猿島町，境町，水海道市，石下町
０．２％３境町，守谷市
０．１％２猿島町
０．１％２猿島町，境町，水海道市，その他の市町村
０．１％２境町，わからない
０．１％２水海道市，その他の市町村，石下町
０．１％２守谷市，野田市
０．１％１猿島町，境町，水海道市，その他の市町村，野田市，古河市，総和町，三和町
０．１％１猿島町，境町，水海道市，その他の市町村，石下町
０．１％１猿島町，境町，水海道市，守谷市
０．１％１猿島町，境町，その他の市町村，石下町
０．１％１猿島町，境町，その他の市町村，石下町，古河市，総和町，三和町
０．１％１猿島町，境町，守谷市
０．１％１猿島町，境町，古河市，総和町，三和町
０．１％１猿島町，水海道市，その他の市町村
０．１％１猿島町，水海道市，石下町
０．１％１猿島町，その他の市町村
０．１％１境町，水海道市，守谷市
０．１％１境町，水海道市，守谷市，石下町
０．１％１境町，その他の市町村
０．１％１境町，古河市
０．１％１水海道市，その他の市町村，守谷市，野田市
０．１％１水海道市，その他の市町村，野田市
０．１％１水海道市，守谷市，石下町
０．１％１その他の市町村，古河市，総和町，三和町
１．６％２３無回答

１００．０％１，３９７合計



問１６　《設問１４で１～５の回答をされた方におたずねします。》あなたが，「問１４，問１５」の組合せを選んだ理

由はどのようなことですか。（○は２つまで）

問１７　《設問１０で３～４の回答をされた方におたずねします。》合併が望ましくないと思う理由をお答えくだ

さい。（○は３つまで）

３．地域の将来イメージについて

問１８　地域の将来イメージとして，どれが望ましいと思いますか。（○は３つまで）

 

－ １６０ －
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22.6%

14.3%

28.0%

16.9%

15.7%

5.6%

22.3%

8.6%

15.8%

12.1%

1.8%

10.6%

1. 買い物や通院，通勤，通学など日常生活の結びつきが大切だと思 
　うから 
2. 古くから一体の行政区画や地名など（旧郡村など）により，歴史 
　的つながりが深いから 
3. 広域的に取り組んできた消防や救急，ごみ処理などの行政運営に 
　よる結びつきを重視する必要があると思うから 

4. 警察や保健所などの公的機関を共通に利用しているから 

5. 合併しても，新しいまちに岩井市の特性が活かされると思うから 

6. 人的な交流や結びつきが強いから 

7. 同じ市になると将来的な地域発展が期待されるから 

8. 同じような地域性のまちだから 

11. その他 

無回答 

9. 合併することによって，財政力など行財政基盤が向上するから 

10. 合併することによる一体的な基盤整備により，生活環境が向上 
　 し便利になるから 
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28.8%

57.6%

21.2%

14.1%

24.2%

35.4%

54.8%

6.9%

5.2%

1. 中心地域と周辺地域で格差が生じる 

2. 区域が広くなり（役所が遠くなり），行き届いたサービス 
　が受けられなくなる 
3. 昔から継承されてきた文化や伝統などの地域性がなくな 
　り，住民の連帯感が薄れる 

4. 旧市町村間で対立が生じる 

5. 昔の名称がなくなるのが寂しい 

6. 税金や各種公共料金が値上げされるおそれがある 

7. 現在のままで特に不都合がないから 

8. その他 

無回答 

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

0%

54.0%

8.7%

41.6%

17.7%

51.3%

5.8%

13.0%

31.5%

10.5%

29.6%

2.0%

4.2%

1. 豊かな自然環境と都市機能が共存する快適な環境のまち 

2. 史跡や文化財，伝統など地域の歴史を大切にしたまち 

3. 道路，公園，上下水道，情報通信などの都市基盤が整ったまち 

4. 行財政能力が強く，高度で専門的な行政サービスが提供される 
　まち 
5. 健康づくりや子ども・お年寄りなどを大切にする保健・福祉の 
　充実したまち 

6. 幅広い地域間の交流活動が盛んなにぎわいのあるまち 
7. 文化・芸術・スポーツ活動，生涯学習や教育が充実した文化・ 
　教養が高いまち 

8. 地域産業が活発で雇用機会の豊富なまち 
9. ボランティア活動，地域のたすけあい活動が盛んなふれあいの 
　豊かなまち 

10. 交通事故や災害，消防，防犯対策が充実した安全なまち 

11. その他 

無回答 

10% 20% 30% 40% 50% 60%



�　猿島町市町村合併町民アンケート調査（平成１４年１２月～１５年１月実施）

Ⅰ．調査の概要

１．調査の目的

　本調査は，町民の皆様から，市町村合併に関するご意見を広くうかがい，今後の猿島町における市町村合

併の取り組みに活かすため実施しました。

２．調査の方法

　郵送による配布及び回収

３．調査の対象及び抽出方法

　猿島町に在住している２０歳以上の町民の皆様

　抽出にあたっては，各世帯から１人ずつ抽出し，計３，７７７人の方を無作為に選びました。

４．調査期間

　平成１４年１２月２０日（発送）～平成１５年１月１０日（投函締め切り）

５．回収状況

　回収状況は下表のとおりです。

　※平成１５年１月２２日到着のものまで回収数に含めた

６．本報告書の見方について

①　比率はすべて百分率（％）で表し，小数点以下２位を四捨五入して算出しています。このため，合計

が１００％に満たなかったり，超えたりする場合もあります。

②　１人の回答者が２つ以上の回答をしてもよい質問（複数回答）については，合計比率が１００％を超える

場合があります。

③　図表（グラフ）で示したものの中には「無回答」を省略した部分もあります。このため，各区分の標

本数の合計が全体の標本数と一致しないことがあります。

④　複数の設問をクロスした集計結果を示す図表（グラフ）の中で，数値が重なり識別が困難な数値の小

さな割合（１０％に満たない場合等）については，省略することがあります。

 

－ １６１ －

回収率回収数※不達数発送先地区名
５５．０％５０８４９２３生子菅小学校区
５３．２％６６２１５１，２４５逆井山小学校区
５２．０％６６８１１１，２８４沓掛小学校区
５３．５％１７４５３２５内野山小学校区
―２３―不明
５４．４％２，０３５３５３，７７７計



Ⅱ．調査結果

１．回答者の属性

 

－ １６２ －

�　居住年数 

�　職業 �　居住地区

�　性別 �　年齢

20歳～29歳， 
10.9％ 

30歳～39歳， 
13.0％ 

40歳～49歳， 
20.7％ 

50歳～59歳， 
19.6％ 

60歳～69歳， 
16.3％ 

70歳以上， 
18.5％ 

無回答， 
1.1％ 

問２ 

生子菅小学校区， 
25.0％ 

逆井山小学校区， 
32.5％ 

沓掛小学校区， 
32.8％ 

内野小学校区， 
8.6％ 

無回答， 
1.1％ 

問４ 

男性，44.3％ 

女性，51.3％ 

無回答，4.5％ 
問１ 

農林漁業， 
8.2％ 

自営業・自由業， 
16.9％ 

会社員・団体職員， 
24.3％ 

公務員， 
4.5％ 

家事専業， 
10.8％ 

学生， 
1.3％ 

アルバイト・ 
パートタイム， 
9.5％ 

無職， 
20.0％ 

その他， 
2.7％ 

無回答， 
1.8％ 

問３ 

3年未満， 
3.0％ 

問５ 

3～5年未満， 
2.0％ 

5～10年未満， 
4.3％ 

10～15年未満， 
3.5％ 

15～20年未満， 
5.4％ 

20年以上， 
80.9％ 

無回答， 
0.9％ 



　

　

　

　　

　

　

　 

－ １６３ －

�　日常生活上の主な行き先

　①通勤・通学先 　②日用品の買物

　③電化製品，家具等の購入 　④外食

　⑤通院 　⑥スポーツ施設の利用

　⑦教養，文化施設の利用 　⑧映画鑑賞・遊技・娯楽等

猿島町， 
26.1％ 

岩井市， 
7.4％ 

五霞町， 
0.4％ 

古河市， 
1.1％ 

その他， 
13.5％ 

そのような行動は 
していない， 
19.1％ 

無回答， 
22.6％ 

問６① 

境町，5.7％ 
三和町，1.8％ 
総和町，2.3％ 

猿島町， 
15.6％ 

岩井市， 
17.2％ 

五霞町，0.0％ 
古河市，2.4％ 

その他， 
14.9％ 

そのような行動は 
していない， 
1.7％ 

無回答， 
10.1％ 

問６② 

境町，34.9％ 

三和町，1.7％ 
総和町，1.5％ 

猿島町， 
11.0％ 

岩井市， 
26.0％ 

五霞町，0.0％ 
古河市，5.5％ 

その他， 
19.6％ 

そのような行動は 
していない， 
3.8％ 

無回答， 
15.1％ 

問６③ 

境町，14.3％ 

三和町，1.3％ 総和町，3.3％ 

猿島町， 
15.6％ 

岩井市， 
22.9％ 

五霞町，0.0％ 
古河市，3.0％ 

その他， 
12.6％ 

そのような行動は 
していない， 
6.1％ 

無回答， 
16.3％ 

問６④ 

境町，18.9％ 三和町，1.3％ 
総和町，3.3％ 

猿島町， 
16.5％ 

岩井市， 
11.8％ 

五霞町，0.0％ 
古河市，0.7％ 

その他， 
13.1％ 

そのような行動は 
していない， 
3.1％ 

無回答， 
9.4％ 

問６⑤ 

境町，39.1％ 

三和町，2.8％ 
総和町，3.4％ 

猿島町， 
19.3％ 

岩井市，5.0％ 

五霞町，0.0％ 

古河市，1.0％ 
その他， 
4.1％ 

そのような行動は 
していない， 
41.1％ 

無回答， 
21.9％ 

問６⑥ 

境町，3.6％ 

三和町，1.1％ 

総和町，2.9％ 

猿島町， 
40.5％ 

岩井市，4.8％ 

五霞町，0.0％ 
古河市，1.1％ 

その他，3.0％ 

そのような行動は 
していない， 
26.7％ 

無回答， 
22.1％ 

問６⑦ 

境町，0.9％ 
三和町，0.3％ 

総和町，0.6％ 

猿島町，7.6％ 

岩井市， 
30.4％ 

五霞町， 
0.0％ 

古河市，8.7％ 

その他，9.3％ 

そのような行動は 
していない， 
18.9％ 

無回答， 
20.1％ 

問６⑧ 

境町，4.0％ 
三和町，0.3％ 
総和町，0.7％ 



２．合併問題への意識

�　合併問題の関心

　

　

　

　

　

　

�　合併への期待と不安

 

－ １６４ －

　①合併への期待 　②合併への不安

0 

15.8 

28.4 

22.1

29.6

28.8

15.1

52.1

15.7

2.5

6.5

より専門的な職員が確 
保でき高度な行政 
サービスが可能となる 
市町村が違うことによ 
り利用しにくかった公 
共施設が利用しやすい 
財政基盤が拡大し 
大型プロジェクトが 
　　　　　可能となる 

広域的視点にたった 
将来のまちづくりが 
　　　　　可能となる 

市町村長や議員・職員 
の削減により経費が 
　　　　　圧縮できる 
合併によって知名度が 
上がることでイメージ 
　　アップにつながる 

そ　の　他 

件数＝2035

無　回　答 

税金や公共料金が 
　　　　　　安くなる 

行政改革や財政構造 
　　改革が促進される 

20 40 60 80 100 

 

問８　合併のメリット 

非常に関心がある， 
29.5％ 

多少関心がある， 
49.3％ 

あまり関心がない， 
14.5％ 

まったく関心を 
持っていない， 
3.3％ 

無回答， 
3.3％ 

問７ 

0 

27.9

45.9

11.3

11.3

44.9

32.7

5.1

2.5

5.7

20.3

きめ細かい行政 
サービスが期待でき 
　　　　　にくくなる 

役所が遠くなり不便に 
　　　　　　　　なる 

地域の連帯感が薄れ 
コミュニティが崩壊 
　　　　　　　　する 

市町村固有の歴史・文 
化・伝統が忘れられて 
　　　　　　　しまう 

議員の数が減って民意 
の反映ができにくく 
　　　　　　　　なる 
愛着のある現在の 
市町村の名前が 
　　なくなってしまう 

そ　の　他 

件数＝2035

無　回　答 

合併市町村内に中心部 
と周辺部の発展に格差 
　　　　　　が生じる 
税金や公共料金が 
上がり住民の負担が 
　　　　　　　増える 

20 40 60 80 100 

 

問９　合併のデメリット 

�　合併議論の認知 ３．合併意向

�　合併の必要性

知っている， 
60.4％ 

知らない， 
34.2％ 

無回答， 
5.4％ 

問１０ 

合併特例法の期限 
までに合併すべき， 

30.6％ 

合併はいずれは 
必要になると思う， 

42.8％ 

どちらとも言えない， 
16.7％ 

合併は必要ないと思う， 
6.0％ 

無回答， 
4.0％ 

問１１ 



�　合併の組合せ

　①本町との合併が望ましい市町村

 

－ １６５ －

割合（％）件数合併パターン（希望する合併相手先）順位
４５．１％６７３境町＋岩井市１
５．９％８８岩井市のみ２
５．１％７６境町のみ３
４．４％６６境町＋岩井市＋五霞町４
４．２％６２境町＋岩井市＋三和町５
３．８％５６境町＋岩井市＋三和町＋総和町＋五霞町＋古河市６
３．２％４８境町＋岩井市＋三和町＋総和町＋古河市７
３．０％４５その他市町村８
２．５％３７境町＋三和町＋総和町９
２．１％３２境町＋三和町１０
１．７％２５境町＋岩井市＋その他

１１
１．７％２５境町＋岩井市＋三和町＋総和町
１．１％１６境町＋五霞町１２
０．９％１４境町＋三和町＋総和町＋五霞町１３
０．７％１１境町＋三和町＋総和町＋古河市１４
０．６％９岩井市＋その他

１５
０．６％９三和町＋総和町
０．５％８境町＋総和町１６
０．４％６境町＋岩井市＋三和町＋五霞町

１７ ０．４％６境町＋岩井市＋総和町＋古河市
０．４％６境町＋総和町＋古河市
０．３％５境町＋岩井市＋総和町１８
０．３％４境町＋岩井市＋三和町＋総和町＋五霞町

１９
０．３％４境町＋三和町＋総和町＋五霞町＋古河市
０．２％３境町＋岩井市＋三和町＋総和町＋五霞町＋古河市＋その他

２０
０．２％３境町＋その他
０．１％２岩井市＋三和町

２１

０．１％２岩井市＋総和町＋五霞町
０．１％２境町＋岩井市＋三和町＋総和町＋その他
０．１％２境町＋三和町＋その他
０．１％２境町＋三和町＋五霞町
０．１％２境町＋総和町＋五霞町
０．１％２古河市のみ
０．１％２三和町のみ
０．１％２総和町＋五霞町
０．１％２総和町のみ
０．１％１岩井市＋古河市＋その他

２２

０．１％１岩井市＋三和町＋五霞町
０．１％１岩井市＋総和町
０．１％１岩井市＋総和町＋古河市
０．１％１境町＋岩井市＋古河市
０．１％１境町＋岩井市＋古河市＋その他
０．１％１境町＋岩井市＋三和町＋その他
０．１％１境町＋岩井市＋三和町＋五霞町＋その他
０．１％１境町＋岩井市＋三和町＋総和町＋古河市＋その他
０．１％１境町＋岩井市＋三和町＋総和町＋五霞町＋その他
０．１％１境町＋岩井市＋総和町＋五霞町
０．１％１境町＋古河市＋その他
０．１％１境町＋三和町＋総和町＋五霞町＋その他
０．１％１境町＋総和町＋その他
０．１％１五霞町のみ
０．１％１三和町＋その他
０．１％１三和町＋総和町＋古河市
０．１％１総和町＋古河市
５．６％８４希望なし
２．３％３４無回答

１００．０％１，４９３合計



　②組合せ選択理由

　

　③１市２町の合併について

 

－ １６６ －

組合せ支持別
郡
内
４
町
で
の
合
併

郡
内
５
町
で
の
合
併

２
市
４
町
で
の
合
併

２
市
５
町
で
の
合
併

境
町
の
み
と
の
合
併

岩
井
市
の
み
と
の
合
併

１
市
２
町
で
の
合
併

３７１４４８５６７６８８６７３サンプル数
２４．３７．１５６．３４８．２１５．８１４．８２３．８人口や財政規模が拡大し行政基盤が整うため

選
択
理
由

１３．５１４．３２０．８２５．０７．９１８．２１６．９歴史的なつながりが強いため
－１４．３１６．７１７．９７．９３．４１０．３広域行政のつながりが強いため

５６．８４２．９４７．９３５．７５９．２４７．７５９．１生活圏としてのつながりが強いため
２．７７．１－３．６１．３５．７４．２地域資源の特色が類似しているため
１６．２２１．４１２．５１２．５１８．４１７．０１９．８公共施設の相互利用がしやすくなるため
１６．２２８．６３５．４２５．０１５．８２０．５１８．１効率のよい行政がおこなえるため
１０．８１４．３８．３１０．７９．２１０．２７．９まとまった大きな事業がおこなえるため
１６．２１４．３１６．７２１．４１９．７１４．８１８．３広域な行政が可能になるため
８．１－４．２８．９３．９１０．２３．４専門的な職員の確保・育成が可能になる
２１．６１４．３２７．１２１．４１５．８１２．５２５．３バランスの取れた規模の都市づくりができるため
８．１７．１４．２１．８－－１．２その他
１０．８７．１－－５．３６．８３．０無回答

賛成， 
41.3％ 

どちらかというと賛成， 
35.7％ 

どちらかというと反対， 
6.7％ 

反対， 
2.9％ 

わからない， 
9.2％ 

その他， 
2.4％ 

無回答， 
1.9％ 

問１３ 



�　合併に求めるもの

�　合併を必要としない理由

　①「どちらとも言えない」理由

　②合併を必要としない理由

 

－ １６７ －

0

39.7

16.2

7.4

11.3
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31.3

2.1

3.2

健康づくりや福祉制度 
　　　　　　　の充実 

学校教育の充実 

生涯学習の推進 

コミュニティセンター 
や図書館等の公共施設 
　　　　　　　の整備 

企業や大学の誘致に 
　よる雇用の場の確保 

農林業や商業の振興 

道路や下水道の整備 

件数＝1493

ごみ処理などの環境 
　　　　　行政の推進 

子どもの遊び場や公園 
　　　　・緑地の整備 

伝統的な祭りの振興や 
観光資源・イベント 
　　　　　施設の整備 

20 40 60 80 100

効率的な行政運営 

そ　の　他 

無　回　答 

問８　合併によって行政に求めるもの 

直接自分の生活に 
関係ない， 
15.0％ 

行政等の判断に 
ゆだねたほうがよい， 

8.6％ 

利点と欠点の 
判断が難しい， 
53.1％ 

合併に関する 
情報が少ないので 
判断できない， 
47.8％ 

その他， 
2.7％ 

無回答，6.8％ 
問１６ 

議員や職員と気軽に話や 
相談ができにくくなるから， 

6.6％ 

役所が遠くなりきめ細かい 
行政サービスが受けられなくなるから， 

27.0％ 

合併後に中心部と周辺部で 
地域格差が生じる心配があるから， 

25.4％ 
現在のままで特に 
不都合がないから， 

60.7％ 

その他， 
5.7％ 

無回答， 
5.7％ 

今ある市町村の独自性・地域性が薄れるから， 
20.5％ 

問１７ 



　資　料　６　　岩井市・猿島町合併協定書
　

１　合併の方式

　　岩井市及び猿島郡猿島町を廃し，その区域をもって新しい市を設置する新設合併とする。

２　合併の期日

　　合併の期日は，平成１７年３月２２日とする。

３　新市の名称

　　新市の名称は，坂東市とする。

４　新市の事務所の位置

　　１　分庁方式を採用することとし，それぞれ岩井庁舎，猿島庁舎と呼称する。

　　①　新市の事務所の位置は，岩井庁舎の位置とする。

　　②　各庁舎へ配置する機能は，原則として，岩井庁舎へは総務部門，企画部門，市民部門，環境部門，

商工観光部門，建設部門，議会を，猿島庁舎へは保健福祉部門，農政部門，教育部門，農業委員会

を配置することとする。

　　③　住民サービスの混乱を招かないよう，分庁方式へ移行するまでの経過措置として，当面の間，現

行の組織を活用し対応する。

　　２　合併後の新庁舎の建設位置については，概ね中心部とし，新市において協議する。

５　財産の取扱い

　　１市１町の所有する財産及び債務については，すべて新市に引き継ぐものとする。

　　ただし，特定目的基金については，当該事業を推進するための財源として旧市町単位で特例的運用を認

めるものとする。

６　議会議員の定数及び任期の取扱い

　　１市１町の議会の議員は，市町村の合併の特例に関する法律第７条第１項の規定を適用し，平成１８年１２

月２１日まで引き続き新市の議会の議員として在任するものとする。

　　新市発足後，最初に行われる選挙の際の議員の定数は２６人とするものとする。

７　農業委員会委員の定数及び任期の取扱い

　　新市に１つの農業委員会を設置するものとし，１市１町の農業委員会の選挙による委員は，市町村の合併

の特例に関する法律第８条第１項第１号の規定を適用し，合併後１年間引き続き新市の農業委員会の選挙

による委員として在任するものとする。

　　農業委員会等に関する法律第７条の規定による新市の選挙による委員の定数は，１８人とするものとする。

　　新市の選挙の単位は，旧市町の区域に１選挙区を設けることとし，各選挙区において選挙すべき定数は，

新市において定めるものとする。

８　地域審議会の設置

　　市町村の合併の特例に関する法律第５条の４第１項の規定に基づく地域審議会を，合併前の１市１町の

区域ごとに設置する。

　　地域審議会の組織及び運営に関し必要な事項については，別紙「地域審議会の設置に関する協議」のと

おりとする。

９　地方税の取扱い

　　１市１町で差異のある税制については，原則合併時に統一するものとする。
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　　法人市民税の法人税割の税率については，１４．７％とするものとする。ただし，市町村の合併の特例に関

する法律第１０条第１項の規定を適用し，合併が行われた日の属する年度は現行のとおりとするものとする。

　　都市計画税については，合併時に岩井市の制度に統一するものとする。ただし，猿島町においては，市

町村の合併の特例に関する法律第１０条第１項の規定を適用し，合併が行われた日の属する年度及びこれに

続く５年度について課税を免除するものとする。

１０　一般職の職員の身分の取扱い

　　１市１町の一般職の職員は，すべて新市の職員として引き継ぐものとする。

　　職員数については，新市において定員適正化計画を策定し，定員管理の適正化に努めるものとする。

　　職員の職名及び任用要件については，人事管理及び職員の処遇の適正化の観点から調整し統一を図るも

のとする。

　　給与については，職員の処遇及び給与の適正化の観点から調整し統一を図るものとする。

１１　特別職の職員の身分の取扱い

　　特別職の職員の設置，人数，任用については，法令等の定めるところに従い調整するものとする。なお，

法令等の定めがない場合は，新市において新たに設置するものとする。

　　特別職の職員の報酬については，類似団体の特別職の職員の報酬額を参考に調整するものとする。

１２　条例・規則の取扱い

　　条例・規則の制定，施行に当たっては，合併協議会で協議，承認された各種行政制度等の調整内容に基

づき，合併後に支障をきたさないよう整備するものとする。

１３　組織及び機構の取扱い

　　当面は，現行の岩井庁舎・猿島庁舎を有効に活用する分庁方式とし，庁舎ごとに部門（部課）を分散配

置するものとする。

　　各庁舎には，住民サービスの利便性の一層の向上を図れるよう窓口センター及び必要に応じた現地担当

組織を配置するものとする。

１４　一部事務組合等の取扱い

　　１市１町が構成団体として加入している一部事務組合等については，合併の日の前日をもって脱退し，

新市において合併の日に加入するものとする。

１５　使用料・手数料等の取扱い

　　１市１町で差異のない使用料・手数料等については，原則現行のとおりとし，差異のある使用料・手数

料等については，新市における住民の一体性の確保や，負担公平の原則から，適正な料金として調整する

ものとする。

１６　公共的団体等の取扱い

　　公共的団体等については，新市の一体性の速やかな確立に資するため，各団体の実情を尊重しながら統

合整備に努めるものとする。

　１　１市１町で共通している団体については，合併時に統合するよう調整に努めるものとする。

　２　独自の目的を持った団体については，合併時までに調整に努めるものとする。

　３　統合に時間を要する団体については，３年以内を目途に統合するよう調整に努めるものとする。

１７　補助金・交付金等の取扱い

　　同種の補助金・交付金等については，原則として統一を図るよう調整するものとし，独自の補助金・交

付金等については，従来からの経緯や実情等に配慮しつつ調整を図るものとする。
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　　また，合併後においても，その事業目的や実績・効果並びに新市全体の均衡の観点から総合的に評価し，

逐次調整を行うものとする。

１８　行政連絡機構の取扱い

　　行政連絡機構については，合併時は現行のとおりとし，合併後３年以内を目途に統一するものとする。

１９　町・字名の取扱い

　　岩井市，猿島町の町・字の区域及び名称は，基本的には従前のとおりとし，大字の文字がついている区

域については，「大字」を削除した名称に変更するものとする。

　　ただし，これにより難い場合については，必要に応じ，変更を行うこととする。

２０　慣行の取扱い

　　市章，市民憲章，市の花・木・鳥，市の宣言については，新市において定めるものとする。

　　表彰制度については，新市において制定するものとする。ただし，旧市町の名誉市町民については，当

該称号及び待遇を新市に引き継ぐものとする。

２１　事務事業の取扱い

２１－１　消防団の取扱い

　　消防団については，合併時に統合再編するものとする。

　　行事等については，原則として新市に引き継ぐものとし，その実施方法や内容については新市において

調整するものとする。

２１－２　納税の取扱い

　　新市の納税の取扱いについては，口座振替制度とし，その他の差異のある制度については，合併時に統

一するものとする。

２１－３　姉妹都市・国際交流事業の取扱い

　　岩井市の姉妹都市については，新市の姉妹都市として引き継ぐものとする。

　　国際交流事業については，新市の事業として引き継ぐものとする。

２１－４　電算システムの取扱い

　　合併時において電算システムを安定稼動させ，住民サービスの低下を招かないよう調整・統合を行うも

のとし，各種行政事務の迅速化や効率化による行政サービスの向上とＩＴ社会に対応した利便性の一層の

向上を図るものとする。

２１－５　窓口業務の取扱い

　　住民サービスの低下を招かないようにするとともに，窓口サービスの総合化など広域的で利便性の高い

サービスを等しく提供できるよう調整を図るものとする。

　　申請書，証明書，許可証等については，合併時までに統一するものとする。

２１－６　環境業務の取扱い

　　環境に関する各種制度については，住民のよりよい生活環境を確保できるよう調整に努めることとする。

　住民生活に密接に関わる制度については，当面は現行のとおりとし，計画中のごみ処理施設の稼動時期

や，利便性の一層の向上を考慮し，計画的に調整を図るものとする。
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２１－７　国民健康保険事業の取扱い

　　国民健康保険制度については，原則合併時に統一するものとする。

　　税率については，住民負担や医療費の動向を勘案しながら調整し，合併翌年度に統一するものとする。

　　人間ドック補助事業，医療福祉事業については，合併翌年度に統一するものとする。

２１－８　健康事業の取扱い

　　健康事業については，実施内容や方法等を医師会や各関係団体と協議し，住民サービスの低下を招かな

いよう調整するものとする。

　　１市１町の保健センターについては，新市においても有効活用を図るものとする。

２１－９　福祉事業の取扱い

　　１市１町双方が実施している各種福祉制度については，原則現行のとおりとし，内容に差異があるもの

については，住民格差を生じさせないよう調整するものとする。

　　いずれかの市町で実施している事業については，従来の実績等を考慮し，市域全体の均衡を保つよう調

整するものとする。

２１－１０　介護保険事業の取扱い

　　制度に基づく介護保険事業については，原則合併時に統一するものとする。ただし，保険料については，

合併翌々年度に新保険料を設定するものとする。

　　独自に実施している介護保険事業については，住民格差を生じさせないよう調整するものとする。

２１－１１　農林水産事業の取扱い

　　農林水産事業については，生産者や各関係団体と引き続き連携を図りながら，新市の事業を推進するも

のとする。

　　生産者等に係る支援制度については，合併時に統一するものとし，土地改良等の継続事業については，

新市に引き継ぐものとする。

２１－１２　商工観光事業の取扱い

　　商工観光事業については，各関係団体の意向を踏まえ協議調整し，引き続き連携を図りながら新市の事

業を推進するものとする。

　　金融制度については，格差を生じさせないよう調整し，合併時或いは合併翌年度に統一するものとする。

　　各種イベント助成については，新市に引き継ぎ内容等を調整し，実施するものとする。

２１－１３　水道事業の取扱い

　　１市１町の水道事業に係る整備計画については，新市に引き継ぎ，継続して実施していくものとする。

　　水道料金等については，合併後３年以内を目途に調整，統一するものとする。

２１－１４　下水道事業の取扱い

　　１市１町で実施している下水道事業，農業集落排水事業については，引き続き実施していくものとする。

　　下水道事業，農業集落排水事業の各種制度については，合併後３年以内を目途に調整，統一するものと

する。ただし，合併前に決定された各下水道事業区域の負担金及び各農業集落排水事業区域の分担金につ

いては，現行のとおりとする。

２１－１５　建設関係事業の取扱い

　　都市計画の区域区分及び地区計画については，新市に引き継ぐものとする。

　　生産緑地地区については，新市に引き継ぐものとし，指定をしていない地区については，調整し決定す

るものとする。

－ １７１ －



　　道路整備等の建設関係事業の取扱いについては，現行のとおり新市に引き継ぐものとし，制度等に差異

があるものについては，原則として合併時までに統一するよう調整するものとする。

２１－１６　学校教育事業の取扱い

　　公立幼稚園及び私立幼稚園に関する各種制度並びに小中学校で実施している各種事業については，格差

を生じさせないよう合併翌年度を目途に調整し統一するものとする。

　　小中学校の区域については原則現行のとおりとし，必要に応じて見直しを図るよう，新市において調整

するものとする。

　　学校給食センターについては，新市に引き継ぐものとし，給食費については，合併翌年度に統一するよ

う調整するものとする。

２１－１７　生涯学習事業の取扱い

　　生涯学習事業については，原則として新市に引き継ぎ，合併時或いは合併翌年度に統一するものとする。

ただし，差異のある事業については，その実施方法や内容について新市において調整するものとする。

２２　新市建設計画

　　新市建設計画は，別添「坂東市建設計画」に定めるとおりとする。

別　紙

地域審議会の設置に関する協議

　平成１７年３月２２日から岩井市及び猿島町を廃し，その区域をもって「坂東市」を設置することに伴い岩井

市及び猿島町の区域ごとに，それぞれ岩井地域審議会及び猿島地域審議会を設置することについて，市町村

の合併の特例に関する法律（昭和４０年法律第６号）第５条の４第２項の規定により，下記のとおり定めるも

のとする。

　（設置）

第１条　市町村の合併の特例に関する法律（昭和４０年法律第６号）第５条の４第１項の規定に基づき，岩井

市及び猿島町の区域であった区域（以下「関係区域」という。）ごとに，それぞれ岩井地域審議会及び猿島

地域審議会を置く。

　（所掌事務）

第２条　地域審議会は，関係区域ごとに，当該区域に係る次に掲げる事項について，市長の諮問に応じて審

議し，答申するものとする。

　�　新市建設計画の変更に関する事項

　�　新市建設計画の執行状況に関する事項

　�　その他市長が必要と認める事項

２　地域審議会は，必要と認める事項について審議し，市長に意見を述べることができる。

　（組織）

第３条　地域審議会は，委員２０人以内で組織する。

２　委員は，当該区域に住所を有する者で，次の各号に掲げるものの中から市長が委嘱する。

　�　識見を有する者

　�　公募により選ばれた者

３　前項第２号の委員の人数は，５人以内とする。

　（任期）
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第４条　委員の任期は，２年とする。

２　委員は，当該区域に住所を有しなくなったときは，その職を失う。

　（会長及び副会長）

第５条　地域審議会に会長及び副会長１人を置く。

２　会長及び副会長は，委員の互選により定める。

３　会長は，会務を総理し，地域審議会を代表する。

４　副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは，その職務を代理する。

　（会議）

第６条　地域審議会は，会長が招集する。

２　会長は，会議の議長となる。

３　地域審議会は，委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。

４　地域審議会の議事は，出席委員の過半数でこれを決し，可否同数のときは，会長の決するところによる。

５　会長は，審議上必要と認めるときは，委員以外のものを会議に出席させ，意見を述べさせることができ

る。

　（設置期間）

第７条　地域審議会の設置期間は，合併の日から１０年間とする。

　（補則）

第８条　地域審議会の議事その他会議の運営に関し必要な事項は，市長が別に定める。

調　印　書

　岩井市及び猿島郡猿島町は，地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の２第１項及び市町村の合併の特

例に関する法律（昭和４０年法律第６号）第３条第１項の規定に基づく岩井市・猿島町合併協議会において上

記のとおり合併に関する協議が整ったので，ここに調印する。

平成１６年９月２７日

岩 井 市 長　　　　　石　塚　仁太郎

　

猿 島 町 長　　　　　野　口　正　夫

　　　　　　　立　会　人

茨城県知事　　　　　橋　本　　　昌

合併協議会委員　　　野　本　良　一

（岩井市議会議長）

合併協議会委員　　　林　　　順　藏

（岩井市議会議員）

合併協議会委員　　　石　塚　末　雄

（岩井市議会議員）

－ １７３ －



合併協議会委員　　　中　村　静　雄

（岩井市学識経験者）

合併協議会委員　　　木　村　智恵子

（岩井市学識経験者）

合併協議会委員　　　木　村　道　夫

（岩井市学識経験者）

合併協議会委員　　　冨　山　敏　行

（岩井市助役）

合併協議会委員　　　横　島　　　隆

（岩井市収入役）

合併協議会委員　　　稲毛田　眞　平

（猿島町議会議長）

合併協議会委員　　　島　田　雅　史

（猿島町議会副議長）

合併協議会委員　　　木　村　敏　文

（猿島町議会議員）

合併協議会委員　　　新　谷　嘉　延

（猿島町学識経験者）

合併協議会委員　　　林　　　淳　一

（猿島町学識経験者）

合併協議会委員　　　中　川　隆　子

（猿島町学識経験者）

合併協議会委員　　　仙　波　　　操

（猿島町助役）

合併協議会委員　　　倉　持　恒　幸

（猿島町教育長）

合併協議会委員　　　大　崎　正　昭

（茨城県県西地方総合事務所長）

合併協議会委員　　　藤　咲　康　二

（茨城県総務部市町村課長）

合併協議会委員　　　笠　尾　卓　朗

－ １７４ －
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